
令和 年 月 日

岡山県西部環境整備施設組合

管理者 笠岡市長 小林 嘉文 殿

申請者 住所又は所在地 ○○県○○市○○ ×－×－×

称号・代表者氏名 株式会社○○○○ ○印

電話 0000-00-0000
日中連絡がつく番号をお願いします。

令和６年度一般廃棄物焼却処理申請書

岡山県西部環境整備施設組合廃棄物の処理に関する条例第３条第１項の規定による廃棄物の焼却

処理について，許可されるよう申請します。

この申請書に係る事項について建設中の新ごみ焼却施設へ引き継ぐことを承諾します。

（１）廃棄物発生場所

（所 在）

（事業所名等）

（業 種）小分類番号 000 分類名 □□□□業

（２）許可申請をする廃棄物の種類（具体的に記入すること）

生ごみ（従業員の弁当ガラ），紙くず

（３）搬入予定回数（例：毎日１回・週１回・月１回等）及び１回の搬入予定数量（kg/回)
回 kg/回

（４）使用車両のプレート番号

岡山 00 あ 0000，倉敷 00 い 0000
上記の搬入廃棄物は岡山県西部環境整備施設組合廃棄物の処理に関する条例第３条第１項に該

当する一般廃棄物であることを証明する。

令和 年 月 日

○印

許可期間 令和 年 月 日 から 令和 年 月 日まで

許可番号 番 車番 番

上記廃棄物の搬入については，下記条件を付して許可します。

令和 年 月 日

岡山県西部環境整備施設組合

管理者 笠岡市長 小林 嘉文

＊①搬入事業所が新規追加される場合も事前にこの焼却処理申請書を提出してください。

②使用車両や代表者等，記入事項に変更が生じる場合は，事前に変更届出書を提出してください。

③廃棄物の処理については，廃棄物の処理及び清掃に関する法律第３条第１項により、事業者自ら

の責任において処理するよう規定されており，本組合の処理能力を超える場合は搬入を制限する

ことがあります。

④一般廃棄物処理業許可業者の場合，搬入車両の側面（両側）に必ず市町名，市町の許可番号を表

示してください。

⑤搬入等について本組合の指示に従わない場合は，この許可を取り消すことがあります。

⑥「業種」欄には主たる業務に係る「日本標準産業分類」における小分類名を記入してください。

R6

一廃

記入例

日中連絡がつく電話番号を記入

日本標準産業分

類，小分類番号及

び分類名を記入

複数の事業所がある場合は合計を

記入

複数の事業所がある場合は別紙へ

記入しここへ「別紙のとおり」と記

入しておいてください。



申請者 株式会社〇〇〇〇

前年度受託実績表 代表取締役 〇〇〇〇

今年度新規受託申請箇所

R6

№ 事業所名 事業所住所

日本産業分類

廃棄物の種類

搬入

予定

回数
(回/週・月)

予定

数量

(kg/回)小分類

番号
分類名

1 〇〇商店 〇〇市××1-1 522 食料・飲料卸売業 紙くず １回/月 100

2 〇〇病院 〇〇市△△1-2 831 病院 紙くず １回/月 150

3
〇〇工務店 〇〇市〇△1-3 061

一般土木建築工

事業
食品残渣 １回/週 200

4
〇〇ラーメン 〇〇市×△1-4 762 専門料理店

食品残渣，紙く

ず
１回/週 100

5
スーパー〇〇 〇〇市×△2-1 561

百貨店，総合スー

パー

食品残渣，木く

ず
１回/週 100

6 ××銀行〇〇支店 〇〇市△△2-2 622 銀行 紙くず，木くず １回/週 200

7
××ホテル 〇〇市××3-1 751 旅館，ホテル

食品残渣，紙く

ず
１回/月 100

8 ××クリーニング 〇〇市△〇3-3 781 洗濯業 紙くず，木くず １回/週 80

9 △△歯科医院 〇〇市△△4-1 833 歯科診療所 紙くず １回/週 50

10 ×〇パン 〇〇市×〇4-4 586 菓子・パン小売業 紙くず １回/週 80

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

№ 事業所名 事業所住所

日本産業分類

廃棄物の種類

搬入

予定

回数
(回/週・月)

予定

数量

(kg/回)小分類

番号
分類名

1 コンビニ××

〇〇支店
〇〇市××1-1 589

その他の飲料品

小売業

食品残渣，紙く

ず
１回/月 100

2 株式会社△△

〇〇工場
〇〇市△△1-2 311

自動車・同付属品

製造業
紙くず，木くず １回/週

180

3

4

日本産業分類

小分類番号及び

分類名を記入今年度新規受託申請

する箇所はこちらに

記入

１回当たりの

搬入数量を記

入

記入例
申請者

社名・代表者名

を記入


